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１．はじめに

地域と連携した理科授業実践は，熊本大学教育学

部理科教育講座が取り組む地域連携事業内容の主要

なものである理科授業実践では，地域の教材を活

かした教材開発や授業研究を行うとともに，地域の

実態やニーズに合わせて協力学校の教員と授業実践

を行うものであるまた，このような地域連携事業

は，大学・学校・地域が一体となった特色ある学校

づくりをサポートするとともに，地域の活'性化に繋

がるものとして期待している

平成19年度は，球磨郡および人吉市の小・中学校

を対象に，地域の教材を生かした教材開発および授

業実践を行った

３教育実践内容

（１）地学教育実践

１）対象および実施時期

球磨郡および人吉市内における小・中学生

第１回：多良木町立多良木中学校1年生（125名）

2007年１０月３日８時45分～10時20分

第２回：球磨村立渡小学校，－勝地第一小学校，

－勝地第二小学校，神瀬小学校，５．６年

生（36名）

2007年１１月７日９時30分～10時50分

第３回：人吉市立中原小学校，６年生（84名）

2007年１１月9日１４時00分～15時20分

２）場所球磨郡球磨村総合運動公園

３）学習教材

3-1．地層形成のための堆積実験装置

一般の教科書にもあるような地層の堆積実験装置

モデル，箱形のアクリル板の中に粗粒，中粒，細

粒のそれぞれ色の付いた砂を流し込み，地層を作っ

ていく装置．地層は水の中で形成させることを理解

させる教材．露頭と関連させながら実演する

２．地域連携事業の概要

球磨・人吉地域で行った地域連携事業は，地学・

化学教室が今まで行ってきた研究成果を用いた内容

となっている地学教室では，球磨村の総合運動公

園内や高原台地で特異な堆積構造や地質構造が観察

されるため，それらの地質事象の解明のための調査

が行われている特に，人吉層に発達する断層系の

意義')，堆積場の復元2)があり，さらに高原台地に見
られる第四紀の摺曲構造の意味3)などが明らかにさ

れた化学教室では，水質検査や環境ホルモンの影

響評価など環境教育教材についての研究成果4~6)を

用いた内容となっているこれらの最新の知識を小

中学校の教師に伝えるとともに，どのようにしたら

子どもたちに分かりやすい授業に繋がるかなどを協

力校の教師と協議を繰り返しながら本事業を進めた

図3-1Ａ教材と活動の様子

８－２筒を使用した級化層理の実験装置

口径４cm，長さ１ｍの円筒（アクリル）に礫，砂，

泥を入れた分級堆積実験装置モデル，ひっくり返す

＊多良木町立多良木中学校

＊＊人吉市立中原小学校

*＊＊球磨村立神瀬小学校

－８９－

i議霧篝讓讓議篝iiii:１

iiiili鑿蕊j議iｆ蕊州;鵜白蝋



地域と連携した理科授業実践

と順に礫，砂，泥と堆積していく．露頭（分級して

いる場所）と対比させながら実演する

3-5．正断層・逆断層モデル

傾斜した地層に横ずれ断層が生じた場合，断層面

の傾斜方向の違いによって，見かけの正断層になっ

たり，見かけの逆断層になったりするそれらを示

した断層モデルを開発した．露頭にはこれら見かけ

の正断層・逆断層が見られるためそれと関連づけ実

演する
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図１３－２Ｂ教材と活動の様子
図3-5Ｅ教材と活動の様子

３－３液ジョッカー（産業技術総合研究所製）

地震などで見られる液状化現象を簡単に再現した

もの．ペットポトルの中に粒子の異なる砂を入れ，

しっかり振った後，成層構造が現れた後振動を与え

ると噴砂現象がおこる露頭にはコンポリュート構

造，火炎構造（圧密・脱水による構造）および荷重

痕（ロードキャスト）を観察することができるため

本教材と関連させて実演する

４）授業実践

球磨郡内の四つの小学校合同の授業実践の例を紹

介する授業は図3-6に示すような指導案に基づい

て行った

地層観察の授業では，まず安全に観察するために

諸注意事項を徹底させた後,観察のポイントを子ど

も達に示すとともに観察内容は図3-7の学習シート

剤

地質授業展開案 Ｍｎ平成１９年］ｌ｣ＬＩ７ｐ（水）

Ⅲ所球瑠材総合運動公IHj

|箙 指導内容 時間

験加者紹介 930

Ｗ

腰寵凝蝿鰄:鵬:P騨鱗Sb鰯’５分
の○○○といいます．今日、参加してｌ】る先生たちの紹介を
自己紺介でお願いします．

台目．、IHI：所夙・氏名郡せＭ介する

入
＝角Ｐ可逆野亜一内面･＝■－－＝－－｡＿－ニーーェ－ｑ－，－･ロ－０ニー＿－．．－

図l3-3C教材と活動の様子
２オリエンテーション

さて、今日は運動公凹の崖にあらわれている大きな地1Mに
ついて、各担任の先生や大学の先生・学生さんたちと･緒に

オ勉強したいと思います．

'ノここでは縞槙機がいくつもの周になって見えますが、こう
工いうものを地層といいます．今日はこの地旧を班ごとに因察

９３s

3-4．斜交層理をつくる実験装置

アクリル板を使用した教材で斜交層理の断面形状

を確認することができる露頭に見られる斜交層理

が流れる水の働きによってできることを再現するこ

とができる露頭と関連させながら実演する

字|:諒辨灘し欝捷:鱗鰡#\Uぅ鵬’0分
｜察してください．

シまた注意点として､恩の上は危ないです.息上まで登らなく
ョても．下の方にその地閥をつくっている石は蘭ちていますか
ンら，それや皆さんの背が届く下の地IPIをみて、硯察胎果をワ
ークシートに22入していきましょう．それでは４つのポイン
,卜を妬します．

①地旧は何からできているか曰、岩といった大きな計い
方ではなく．その石が何でつくられているかを時えてみて
ください．

②どのような粒でできているか粒の人きさや手ざわりな
どを観察して妃臥してください．

③見て分かるよう仁ように紬棋臓が槻'二広がっていますが、
こんな劇々に見えるのはなぜだと思いますか.．

④地１Wの中には時々、この闇が出来た当時の動物や植物など
の化石が入っていることがあります．

化石をみて何の化石か考えてみて<花さい。

■ワークシート

こし）「官一万ﾏﾛｭ癖鍾[鐸＝憲司区~罰ｱラー

￣零

３地旺のIDI県

それでは今から１５分ほど硯寮の時lHlをあたえます．何か

分からないことがあったら‘近くの先生や大学生に枠ねてみ
てください．笛がなったら囮察をやめて、この俎所にもう…
度典合しましょう．

班ごとの地層硯察
各ｍＩＬや学生lﾕ，凹酪のULqIAポ､､やl鋤防1k文、芒する

9:4５

１５分

届 ※ｉｎの1151(庁

４観寮結果の発衰
次に．いま硯察したことを1mごとに兜喪してもらいたいと

思います．各斑の代衷の人は､＿全jQlIIに出てきてください．
みんなに111にえるよう、大きいjHで兜閥しましょう。

１０:0０

lｌｉｌ

図3-4Ｄ教材と活動の様子 図'3-6地層観察の指導案子

－９０－

２オゾエンテーション９;3J
さて．今日は琿動公uiの属:二あらわれて81る大きな地胱に

つりbて゜曾祖ffの先生や大学の先生・学生さんたちと･･鰭に
オ勉強したいと思い忠す。
ｊぞこでl生縞模扱がいくつもの府になって見え蛍すが．こう
二いつもの違地用と１，､いit【す｡今ロ験二の地泪を班ごとに､l寮
シピてもらいますが．ただ見ても勉強に戦ら芯v】ので．次の４10分
テつのポインi､を話し寵す。この観点に気をつiオｒしっかID鷺
”察して<ださ曲．

シ虞た睡意点ヒレで．囮の上は危な§nです｡．ｈ讃で畳らなく
ｉ】でも.．「の方l愚その地周をつくうている石11膳ちでいますか
､ンら．それや脅さんの背が届く旨の地脚瞥みぞ．硯繋紹凪逢･ノ

ークシーＭと記入咳でU､きましェうりそれでは４つのポイン
トを艦し讃す．■ﾜｰ”－，，
①地目は何からできているか筍ロ魁どいった太き尽可い
方ではなく．その石が何でつくられているか崖与えてみて
<置さい。

②どのような位でできているか独の八きさや手ざわりな
どを掴察して館降してください．

③jZで分かるように浜うにｉｉｉ摸悌が綱にliSがってい蛍すが．‐
”こんな糟々に見えるのはなぜ魁と思いますか０．
④地Ni｢の.中には時々、二のHが山畿たぎ時の勘物や弧勃など
の化石ibl入っていることがあります．
化石署みて何の化石か考えてみごく雄さい。

鍵蕊 ＩＨＩﾉリ内容 時間

猟
人

・験加者紹介

皆さん二んにちは．今ロは４．)のJ1､芋侠が合lIfIで．二二ｕＩ
磨村轄合辿動公|､で理科の勉強をし震す。先生は○○小学校
のＣＯＯといいます．今日、参加して1,.る先生たちの細介巻
自己鮒介でお願+Ｉし讃す．

Ｐｔ目．筋illl2而口・圧名邨を釦介す曲

pH｡0

５分

展
閲

３地展のRX察

それでは今から１５分ほど硯襲の時１１Mをあたえ訳す。何か

分からないことがあったら近くの先生や大学生に尋ねてみ
てく撞さい．雷がなったら頂碗をやめて．二の鰯Jr8己もう
度蛆合し韻凸ェ弓

ｌＨごとの地円硯察
枡HuLや学生は．ZmifのlllNl派11［Ｗａｍ前いえ1,2喀泊

４観察結果の発嚢

次,ご・いま囚鰡した且ど琶旺ごとに晁溌してむら１０た郡亡

恩1.讃す．各旺の代謹の人は．全員iUiに出てきてくださいｑ
ふん灘【ぞ1Nにえるぷう．パざv､脚で発闘しまｖ韻う．

：５分
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に記入するように指示した．観察の後，露頭ではそ

れぞれの層がどのようなものによって構成されてい

るか，また化石はどのような層で見られたかなど，

他に気付いた点など子どもたちの発見を出し合う時

間を設けた．子ども達の意見交換が終わった後，四

つのブースを設け，学習教材Ａ（地層の堆積実験装

置)，Ｂ（筒を使用した級化層理の実験装置)，Ｃ液
ジヨツカー（液状化現象実験装置)，Ｄ（斜交層理を

つくる実験装置の教材)について説明･実演等を行っ

たその後，自由時間をとり子どもたち自ら興味の

ある教材を自分の手で実際に行う時間を設けるとと

もに実験で観察された結果と同じ現象がみられる露

頭を探させた最後に地層や堆積構造は水の流れで

形成されることを確認し授業を終えた

|頭 指弾内容 時間

各肛から代災の発衷

地Ⅱqができるには.実は水のijH11と大きな関係があります．
それでは．今の皆さんの冗及について，人学院の学生さんか
ら鋭明をしてもらいます．

人?院生から.各旺兄２Aの佃辿やmUlをする

10分

魁

５堆覆実験※人学院`Ｍ１瞬けて、IFIする．

いまから、ここに持ってきた賠只を(lいて、各班で地脚の
でき〃の実験をしてみましょう．

１０:10

①1ｍのアクリル間をつかっての沈降実験
、い粒ほど速く沈む侭・砂，泥）

１５分
②地旧の形成実験ｌ

Ｕｌｌ色のついた砂を順次流す
淀した１Ｍに闇になってたまっていく

③地｣ﾛの形成実験Ⅱ
水流をつけて白い砂と黒い砂を交互に流す

砂は堆積物の最先闇まで亜ばれてそこに頤次堆園する
④地田の盃形旧道．

ガラスピーズを用いてのHBI状化現象

芦６実験結果と地旧との関係をみる

』つ鯛鮒襲蝋鰯!ご蜂離職W鰄

讓|溌麓:蝋いて……'麺…’

10:西

１５分

７まとめ

と今学んだことから、実はこんな山奥のＩＤＩ台にあるLlll牌魑合
姐EII公団も、大甘は川やilIlのあるlH所だったのですね．
そして湖に砂や泥がどんどん流れ込んできて地用をつくり．

め良い年月をかけてこんな大きな地旧となって、ここにあらわ
れてきているのです．

地hIをJUIくることで、その当時の上地の樋ｆや生きていた
助仙物、そして年代などが分かるのはすごいことだと思いま
す．またこんな獺哨らしい地川が．わたしたちのふるさとに
も兄られることも、kMJにしていきたいものです．
、【後に、入学院生'二まとめをしてもらし'ます゜

大学院'Ｍ唾とめ巴する lil1lilliilliilliliiililililililliii
１０:4０

１０分

ＩＤ:５０

図3-6地層観察の指導案子（続き）

図3-8球磨村四校児童の観察結果の発表
球磨村燭台辺■b公団この肋■暉宰学習シート

月日()年巴■名画 ５）アンケート調査結果

球磨村総合運動公園での野外観察の後，どのよう

な学習効果，学習課題があったのか調べるために，

小学校の児童(約120人）に対してアンケート調査を

行った．

◆近づいて観厩しだＮｂ歴のスケィ千をしきしょう．

気付いたこと
アンケート結果は以下のとおりである

地層の写真を教科書で見るだけよりも

実際に地層を観察する方がよい

｜□とてもそう思う◆どの実験が3禧しるかつだのか好？丸をつけきしよ』う．

（何個でもいいです）

のペットポトルの実験②長い透明の筒の実験

③白砂とNN耐)の実験．④色のついた砂（赤・緑・茶色）の実験

国そう思う

□そうは思わな
い

□全くそうは思わ
ない

■無回答

◆実醸の絶にH2旺莊ｐＨ威して新暉に鞄見しだごQ2は何力埖F？

◆今日の拒2首の■H2を自由に谷ときしょう．

図3-7小学生対象の学習シート

－９１－

lii魂,勺春！]５１H１

各班から代菱の発闘

地胤がで雪るには.災は水の流11芭大酋な関係があり讃す．
それＴｌﾕ．今の皆冨んのIjU輿;二つv'て．大学院の学生さんか
5磁明醤してもら鞆寵す

人`iL院殿力､ｎ.舌Hr兜巫の扣辿やDtWIをす｡

５堆舐実験黙人学院`Ｍ【郷fTiUZIU付モ
いまから．邑邑ＩＦ符..;てきた器具を用弓’

でき〃の爽駿をしてみま`'よう．
①Ｌｍのフク,,ル筋をつかっての沈降実験

Ⅲい城ほど速く跳哲(砿・砂・鋤

各班で地隅の

②地､IのH誠実袋
色のついた砂をIUi次流す
蔵した期'二藩Pごなってた腐って↓､<

③地田の形成実験Ⅱ
水流をつけて白い砂とKqvt砂逼交互に流す
砂は堆忍Hhの最先贈Iまで岨ばれでそこに皿次堆砥する

④ＩＭＩ⑫変形構遣
カラスピーズ巻用,､ての概穣化現象

,|:徽蕊篭i鍵i護ｉＬ灘総
欝|鰯鵜;Ｗ…趣…
７誤とめ

ど今学ん瞠匠と刀､ら、実は二んな山奥のＭｉ会
遮､j公IHIも．大昔は111やiljIのある卿肺だった（
そして湖に砂や泥がどんどん流れ匙んでき・

ぬ反し'髭月遁かけで二んな入きな地泪となって
！[できてv､ろのです。
地｣ｉｆを猟ぺあ届とで．その当Hirの上地のlIi
助航物．そして年代などが分かるのはずどい
す．讃庭こんな獺WＶ６しい地瞬が．わたした
モ.｣Zられるこ□も、人llF1ニしてv:きたb､もの゛
風ljt.二．人学院生'二蜜とめをしてもらい讃

」て字睨1動I虫とめをする

log密

議雛'1”

OHdIO

・0分
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地域と連携した理科授業実践

２自分たちの住んでいる地域の大地(地

層)のつくりについて知ることができてよ

７大学の先生や大学生が授業に参加し

ましたが､機会があればまたやってもらい

たい｜□とてもそう思う３，－
かつた

□とてもそう思う

■そう思う

２１

Ｆ≦l
D

i.J,fii

垰
肋

●
▽

田そう思う

劃！

…／

□そうは思わな
い

□全くそうは思わ
ない

■無回答

□そうは思わな

い

□全くそうは思わ
ない

■無回答

5４ 6２

６）成果と課題

6-1．成果

ａ『興味・関心の観点から伺える学習効果の高まり

３ペットポトルや水そうを使った実験モデ

ルは興味を引くものだった

｜……
，曰そう思う

□そうは思わな
6４・し、

，□全くそうは思わ

アンケートの１，２，３の結果が示すように，今回の

事業においては学習者の地層に関する興味・関心が

高かった子どもたちは実際の地層を直接見ること

で自然の大きさやその拡がりを実感することができ

たようであった．また，授業後のアンケートの感想

の中には「いろんな地層をたたいてみたが化石はい

つも細かい泥の層から見つかった，どうしてだろ

う？」や「地層には色々な粒の大きさの層があった

が,どうしてこんなにちがいがでてくるのだろう？」

など，より－歩進んだ鋭い意見も見られた．

ｂ：野外観察と実験とを一体化させた新しい授業モ

512

ない

■無回答

ﾛ４ペットポトルや水そうを使った実験モデ

ルはわかりやすかった

□とてもそう思う
Ｈ｜
■Ｉ

ロそう思う デルおよびその効果３

今回の事業では「野外観察と実験とを一体化させ

た新しい授業モデル」を展開した

従来，地学の単元においては屋外の野外観察と屋

内の実験は別々の授業でとり行われることが多い

しかしこれでは野外観察と実験のそれぞれの事象の

結びつきが弱くなってしまう．例えば野外観察実施

後に教室で実験を行ったとしても「実際の露頭はど

んな様子だっただろうか？」と露頭での重要な要素

を思い出すことが困難になってしまう．また，どう

してこのような堆積構造や変形構造ができるのかと

現地の露頭で思ったとしても，後になると忘れてし

まうことも考えられる

今回の授業モデルは，これらの問題点を改善した

ものといえる現地で野外観察を行い，重要な要素

をしっかりと示しながらその場で実験を行い，野外

観察と実験による事象がそれぞれ強く結びつき，学

習の効果を高めることができると考える児童の感

想にも「観察したことと実験したことが同じでとて

もわかりやすかった｣，「その場で実験をして，比較

させて見ることができてよかった」などの声が多く

寄せられた．アンケートの４，６でも強くそれを示し

ている．

ｃ：地域における地学教材の価値の高まり

□そうは思わな
い

０１回議うば恩わ
■無回答

５ペットボトルや水そうを使った実験モデ

ルを見た後､地層を観察して何か新しい発

見がありましたか？

:鯛5５

6４

６観察だけでなくペットポトルや水そうを

使った実験モデルを使ったことでより理解

が深まった
ｉｐとてもそう思う

回そう思う

『
、

｜ロそうは思わな

"|国豊そう…
4８

|ない
|ﾛ無回答 本事業を行った後で，地域や学校，子どもたちか

－９２－
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ら多くの声が寄せられた子どもからは「身の回り

の環境だったのに，こういう湖でできた地層がある

ことに気がつかなかった」「今度は自分で来て化石

の採集をしたり，地層の観察をしてみたい」「自分の

住んでいる地域がどのようにしてできたかがわかっ

て良かった」という声や，教職員からは「地学の野

外観察等は露頭に色々な情報があるが，それをどう

解釈してよいかがわからなかった．子どもたちだけ

でなく）教職員にとっても，とても勉強になりまし

た.」などの声があった．ほかにも熊本県内の新聞

や地元の新聞等がこのような事業が行われたことを

地域そして，県内に発信している

本教育実践を行う事によって，子ども達だけでな

く地域住民にとっても地域の自然環境･のすばらしさ

に気づくとともに自然の成り立ちがわかるようにな

るなど教育効果が高いことが判ったざらに，この

ことは地域の活性化や次世代の人材育成に繋がると

確信している.

の啓発活動を行っていくことが必要である．

ｃ：環境・安全面の整備

今回のような野外観察を継続的に実施する場合，

観察地点の露頭の風化防止や現地までの道の安全確

保など，安定した観察環境を確保することが必要で

ある今回多良木中学校はバスで宿泊研修に行く

途中で地層観察会を行い，また球磨村の小学校は四

校合同での学習会など学校行事の一環として，バス

で移動するなどして安全面に配慮した．中原小学校

は徒歩で現地に赴くなどしているためず安全面に関

しては学校の教員の配置を含めてた協力が必要であ

る．

（２）環境教育実践

１）対象および実施時期

球磨村立渡小学校，一勝地第一小学校，－勝地

第二小学校および神瀬小学校の５．６年生（36名）

2007年11月７日11時10分～12時00分

２）場所球磨村立渡小学校

Ｓ）学習材料

ＣＯＤパックテスト

巻貝（イポニシ）

実験に用いたイポニシは肉食性の巻貝で，カキや

フジツポ類が付着する岩場，船着場，コンクリート

製の護岸などで観察することができる．イポニシは

６月から８月が繁殖期であり，この期間は雌の卵巣が

成熟し，鮮やかな黄色を呈するため，雄との判別が

容易となる．そのため，雌の生殖異常を調べる実験

に使用するイポニシは繁殖期に採取する必要がある．

今回試料は，あらかじめ採取しておいたものを実験

に用いるまで-20℃で保存した

４）授業実践

授業は表１に示すような指導案に基づいて行った

まず初めに，CODパックテストを用いた水質試験に

ついて簡単に説明した後，各グループで用意した水

(井戸水,河川水など）についてパックテストを用い

て調べた．次にイポニシの生態について説明した

後，環境ホルモンの影響により雌のイポニシに雄の

生殖器が形成されることを説明した雌雄の判別方

法について説明した後，各グループで解剖実験を

行った実験終了後，得られた結果について考察し，

最後に，どのような学習効果および学習課題があっ

たのかを調ぺるために，児童36名に対してアンケー

ト調査を行った．

6-2．課題

ａ：児童生徒の発達段階に適した教材の精選および

単元としての時間の確保

学習面において，興味・関心，科学的な見方や考

え方が高まる一方で課題も見えた一つ目の課題は，

今回の地域連携事業において野外観察以外の事前・

事後の指導時間を十分に取ることである．その時だ

けの学習にさせないためにも充実した単元の計画や

授業の計画が必要である．今回の学習を教科書の単

元で取り扱うのか，総合的な学習の時間で取り扱う

のか，または選択課題学習(小学校)や選択理科（中

学校）で取り扱うのか，しっかりとした位置づけを

する必要である．

二つめの課題は，大学側と学校側が意思の疎通を

図り，学習者の実態を把握し，教材を精選すること

である．野外観察の時間だけではなく，大学側と学

校側が互いに｢どのような準備をしてきているのか」

｢発達段階や学習の系統を踏まえてどの分野の教材

を扱うのか」など時間をとって協議する必要がある．

ｂ：地学教育における人材育成および啓発活動

本来ならば教員が自ら進んで教材研究に取り組む

ことが望ましいが；小・中学校の現場において地学

分野だけの教材開発に時間を割くことは現実的に困

難である．そこで今後はこの地域における有意義な

地学教材の解説書等を作成し，現場の教員に渡して

積極的な取り組みをしてもらうよう働きかけていく

ことが重要である．また，地域の地質教材開発のた

めの野外地質巡検コースを複数設定し，小・中学校

理科教員の地質学的素養や指導力を高める巡検会等

－９３－



地域と連携した理科授業実践

5-3今までに環境問題について考えたことがあり

ましたか

表１環境学習指導案
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日田境保全について考え

る．

自分ができることについてオえさ

せる□

。
■

ｚ
と
了

5-5今回の実験をやってみて，何か環境を守るた

めに行動してみようと思いますか

５）結果

授業終了後に実施したアンケート結果は以下の通

りである
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5-1「環境学習」の授業はどうでしたか 思わない
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人

／可
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パックテストは楽しかった

イポニシの観察は栗しかった

どちらも楽しくなかった
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･水を節約する

．なるべく水（Ⅱ|）を汚さない

.海や川にキャンプ後などのゴミやジュースを捨

てない

･水の中にいる生物を守っていこうと思う．

･パックテストをして水の汚れなどが分かったの

で，環境を守りたい

5-2また，このような実験を「やってみたい」と思

いますか
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なるべく車は使わない．

自然を大切にしたい環境にやさしいことをし

て，きれいな世界にしたい．

４まとめ

大学，学校および地域が連携した取り組みは，子

どもたちの自然への興味・関心や自然保護への意識

を高め，将来の地域を支える人材の育成に繋がるも

のと考えられる．今後も学習内容の更新や新たな教

材を開発しながら地域との連携を深めていきたい

5-7．授業の感想

・メスの体の一部にオスの部分があって，地球の

環境が苦しい状態になっていることが分かった

．いつも遊んでいる川が汚かった．イポニシのオ

ス化に驚いた．これから環境について考えてい

きたい

．パックテストをして，水の汚れについてわかっ

た環境ホルモンによってイポニシがとても

困っていることがわかった．

･川を調べたり,環境について考え,学べてよかっ

た．

･生物は〆少しの有害な水で体内に影響を及ぼす

ことがわかった．もっと詳しく調べてみたい

･海の中の生き物の性別などを学んで，とてもい

い勉強になった．

･今日知ったことをこれから生かしていきたい．

．またやってみたい．水を大事に使わないと他の

生物などに影響が出るので気をつけたい．
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理解して頂くとともに快く協力して頂き感謝申し上

げます．また，教育実践の場では球磨村立神瀬小学

校，渡小学校，－勝地第一小学校，一勝地第二小学

校，人吉市立中原小学校および多良木町立多良木中

学校の学校長を始め教職員の皆様には，授業実践の

ための貴重な助言を頂くとともに快く協力し・て頂き

まして厚くお礼申し上げます．なお，本事業は熊本

大学地域連携事業（人材育成等）から助成を受けて

実施している．
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